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(57)【要約】
　本発明に係る空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法は
、空気調和機を制御して自動洗浄モ－ドに移行させるス
テップと、被洗浄熱交換器が置かれる環境温度を検出し
、検出された環境温度に応じて被洗浄熱交換器の目標蒸
発温度を決定するステップと、被洗浄熱交換器の目標蒸
発温度及び実際の蒸発温度に応じて被洗浄熱交換器の蒸
発温度を調節し、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交
換器に着霜させるステップと、被洗浄熱交換器の表面を
霜層又は氷層で被覆した後、被洗浄熱交換器を制御して
除霜モ－ドに移行させるステップと、を含む。本発明に
係る空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法によれば、空
気調和機の熱交換器の自動洗浄を容易に行うことができ
、良好な自動洗浄効果が得られて洗浄効率が高い。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法であって、
　空気調和機を制御して自動洗浄モ－ドに移行させるステップと、
　被洗浄熱交換器が置かれる環境温度を検出し、検出された環境温度に応じて被洗浄熱交
換器の目標蒸発温度を決定するステップと、
　被洗浄熱交換器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて被洗浄熱交換器の蒸発温度
を調節し、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップと、
　被洗浄熱交換器の表面を霜層又は氷層で被覆した後、空気調和機を制御して熱交換器の
除霜モ－ドに移行させるステップと、を含むことを特徴とする空気調和機の熱交換器の自
動洗浄方法。
【請求項２】
　前記目標蒸発温度としては、Ｔ０＝ｋ×Ｔ－Ａ又はＴ０＝Ｔ１のいずれか小さい値に決
定され、
　ｋは計算係数で、その値は０．７～１であり、Ａは温度補償値で、その値は４～２５℃
あり、Ｔは被洗浄熱交換器が置かれる環境温度で、その値は－１０℃≦Ｔ１＜０℃である
ことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法。
【請求項３】
　前記被洗浄熱交換器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて被洗浄熱交換器の蒸発
温度を調節し、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップは、
　目標蒸発温度と実際の蒸発温度との関係を比較するステップと、
　比較結果に基づいて圧縮機の運転周波数を調節するステップと、を含むことを特徴とす
る請求項２に記載の空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法。
【請求項４】
　前記比較結果に基づいて圧縮機の運転周波数を調節するステップは、
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合に圧縮機の運転周波数を上げるステップと、
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合に圧縮機の運転周波数を下げるステップと、
　Ｔ０－Ｂ１≦Ｔｅ≦Ｔ０＋Ｂ２の場合に現在の運転状態を維持するステップと、を含み
、
　Ｂ１の値は、１～２０℃であり、Ｂ２の値は、１～１０℃であることを特徴とする請求
項３に記載の空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法。
【請求項５】
　前記被洗浄熱交換器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて被洗浄熱交換器の蒸発
温度を調節し、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップは、
　目標蒸発温度と実際の蒸発温度との関係を比較するステップと、
　比較結果に基づいて被洗浄熱交換器に対応するファンの回転数を調節するステップと、
を含むことを特徴とする請求項２に記載の空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法。
【請求項６】
　前記比較結果に基づいて被洗浄熱交換器に対応するファンの回転数を調節するステップ
は、
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合にファンの回転数を減少させるステップと、
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合にファンの回転数を増加させるステップと、
　Ｔ０－Ｂ１≦Ｔｅ≦Ｔ０＋Ｂ２の場合に現在の運転状態を維持するステップと、を含み
、
　Ｂ１の値は、１～２０℃であり、Ｂ２の値は、１～１０℃であることを特徴とする請求
項５に記載の空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法。
【請求項７】
　前記被洗浄熱交換器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて被洗浄熱交換器の蒸発
温度を調節し、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップは、
　目標蒸発温度と実際の蒸発温度との関係を比較するステップと、
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　比較結果に基づいて、被洗浄熱交換器を流れる冷媒流量を調節するステップと、を含む
ことを特徴とする請求項２に記載の空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法。
【請求項８】
　前記比較結果に基づいて被洗浄熱交換器の冷媒流量を調節するステップは、
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合に冷媒流量を増加させるステップと、
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合に冷媒流量を減少させるステップと、
　Ｔ０－Ｂ１≦Ｔｅ≦Ｔ０＋Ｂ２の場合に現在の運転状態を維持するステップと、を含み
、
　Ｂ１の値は、１～２０℃であり、Ｂ２の値は、１～１０℃であることを特徴とする請求
項７に記載の空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法。
【請求項９】
　前記被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップは、
　Ｔｅ＜Ｔ０＋Ｃと検出した場合、着霜をｔ１時間行ってから除霜を行うように被洗浄熱
交換器を制御するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機の熱交換
器の自動洗浄方法。
【請求項１０】
　被洗浄熱交換器が着霜をｔ２時間行った後でもＴｅ＜Ｔ０＋Ｃを満たさない場合、Ｔｅ
＜Ｔ０になるまで被洗浄熱交換器に対応するファンの回転をｔ３時間停止させてからその
ままｔ４時間維持した後、被洗浄熱交換に対応するファンを再起動して除霜モ－ドに移行
させることを特徴とする請求項９に記載の空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機の技術分野に関し、特に、空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　空気調和機（エア・コンディショナー）の十分な熱交換を確保するために、通常、空気
調和機の熱交換器のフィンは多層のシ－ト状に気密に設計され、各層のフィンの間隔はわ
ずか１～２ｍｍである。また、空気調和機のフィンに様々な圧延加工したり、フィンに種
々の亀裂を入れたりすることで、熱交換面積を広くしている。空気調和機の運転中に、大
量の空気が熱交換器を通過して熱交換を行うことに伴って空気中の種々の塵埃や不純物な
どが熱交換器に付着し、次第に熱交換器の効果に影響を与えるほか、細菌の繁殖を招き、
空気調和機から異臭が発生して利用者の健康被害を引き起こす。この場合、空気調和機の
熱交換器の洗浄が必要となるが、熱交換器は形状が複雑なものであり、熱交換器の洗浄が
不便である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、空気調和機の熱交換器の自動洗浄を容易に行い、良好な自動洗浄効果
が得られ、洗浄効率が高い空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を達成するために、本発明の一実施形態に係る空気調和機の熱交換器の自動洗
浄方法は、空気調和機を制御して自動洗浄モ－ドに移行させるステップと、被洗浄熱交換
器が置かれる環境温度を検出し、検出された環境温度に応じて被洗浄熱交換器の目標蒸発
温度を決定するステップと、被洗浄熱交換器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて
被洗浄熱交換器の蒸発温度を調節し、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜さ
せるステップと、被洗浄熱交換器の表面を霜層又は氷層で被覆した後、空気調和機を制御
して熱交換器の除霜モ－ドに移行させるステップと、を含む。
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【０００５】
　好ましくは、目標蒸発温度としては、Ｔ０＝ｋ×Ｔ－Ａ又はＴ０＝Ｔ１のいずれか小さ
い値に決定される。ｋは計算係数で、その値は０．７～１であり、Ａは温度補償値で、そ
の値は４～２５℃あり、Ｔは被洗浄熱交換器が置かれる環境温度で、その値は－１０℃≦
Ｔ１＜０℃である。
【０００６】
　好ましくは、被洗浄熱交換器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて被洗浄熱交換
器の蒸発温度を調節し、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップ
は、目標蒸発温度と実際の蒸発温度との関係を比較するステップと、比較結果に基づいて
圧縮機の運転周波数を調節するステップと、を含む。
【０００７】
　好ましくは、比較結果に基づいて圧縮機の運転周波数を調節するステップは、Ｔｅ＞Ｔ
０＋Ｂ２の場合に圧縮機の運転周波数を上げるステップと、Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合に圧
縮機の運転周波数を下げるステップと、Ｔ０－Ｂ１≦Ｔｅ≦Ｔ０＋Ｂ２の場合に現在の運
転状態を維持するステップと、を含む。Ｂ１の値は、１～２０℃であり、Ｂ２の値は、１
～１０℃である。
【０００８】
　好ましくは、被洗浄熱交換器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて被洗浄熱交換
器の蒸発温度を調節し、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップ
は、目標蒸発温度と実際の蒸発温度との関係を比較するステップと、比較結果に基づいて
被洗浄熱交換器に対応するファンの回転数を調節するステップと、を含む。
【０００９】
　好ましくは、比較結果に基づいて被洗浄熱交換器に対応するファンの回転数を調節する
ステップは、Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合にファンの回転数を減少させるステップと、Ｔｅ＜
Ｔ０－Ｂ１の場合にファンの回転数を増加させるステップと、Ｔ０－Ｂ１≦Ｔｅ≦Ｔ０＋
Ｂ２の場合に現在の運転状態を維持するステップと、を含む。Ｂ１の値は、１～２０℃で
あり、Ｂ２の値は、１～１０℃である。
【００１０】
　好ましくは、被洗浄熱交換器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて被洗浄熱交換
器の蒸発温度を調節し、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップ
は、目標蒸発温度と実際の蒸発温度との関係を比較するステップと、比較結果に基づいて
被洗浄熱交換器を流れる冷媒流量を調節するステップと、を含む。
【００１１】
　好ましくは、前記比較結果に基づいて被洗浄熱交換器の冷媒流量を調節するステップは
、Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合に冷媒流量を減少させるステップと、Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合
に冷媒流量を増加させるステップと、Ｔ０－Ｂ１≦Ｔｅ≦Ｔ０＋Ｂ２の場合に現在の運転
状態を維持するステップと、を含む。Ｂ１の値は、１～２０℃であり、Ｂ２の値は、１～
１０℃である。
【００１２】
　好ましくは、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップは、Ｔｅ
＜Ｔ０＋Ｃと検出した場合、着霜をｔ１時間行ってから除霜を行うように被洗浄熱交換器
を制御するステップを含む。
【００１３】
　好ましくは、被洗浄熱交換器が着霜をｔ２時間行った後でもＴｅ＜Ｔ０＋Ｃを満たさな
い場合、Ｔｅ＜Ｔ０になるまで被洗浄熱交換器に対応するファンの回転をｔ３時間停止さ
せてからそのままｔ４時間維持した後、被洗浄熱交換に対応するファンを再起動して除霜
モ－ドに移行させる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法は、空気調和機を制御して自動洗浄
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モ－ドに移行させるステップと、被洗浄熱交換器が置かれる環境温度を検出し、検出され
た環境温度に応じて被洗浄熱交換器の目標蒸発温度を決定するステップと、被洗浄熱交換
器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて被洗浄熱交換器の蒸発温度を調節し、被洗
浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップと、被洗浄熱交換器の表面を
霜層又は氷層で被覆した後、空気調和機を制御して除霜モ－ドに移行させるステップと、
を含む。上述した自動洗浄方法により、被洗浄熱交換器の目標蒸発温度と実際の蒸発温度
との差に基づいて被洗浄熱交換器の蒸発温度を調節することができる。こうすることで、
被洗浄熱交換器の表面に着霜又は着氷し、被洗浄熱交換器の表面での塵埃や不純物などを
霜層又は氷層によって被洗浄熱交換器の表面から剥離させて、除霜後に被洗浄熱交換器か
ら除去する。その結果、良好な洗浄効果が得られ、洗浄効率が高いほか、被洗浄熱交換器
の形状や構造によって制限されず、洗浄効果がより徹底的かつ効果的であり、細菌の繁殖
を回避することができるとともに、被洗浄熱交換器の熱交換効率を向上させることができ
る。
【００１５】
　なお、上述した一般的な説明及び後述する詳細な説明は、単に例示的なものであり、本
発明を限定しようとするものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係る空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法を示すフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　当業者が本発明の具体的な実施形態を実施できるように、以下の説明及び図面は具体的
な実施形態を十分に示している。他の実施形態は構成、論理、電気、過程及びその他の変
更を含んでもよい。実施例は可能な変更のみを代表している。明確な要求がない限り、個
別の部品や機能は選択可能であり、操作の順番も変更可能である。一部の実施案の部分及
び特徴は他の実施案の部分及び特徴に含まれてもよいし代替されてもよい。本発明の実施
案の範囲は、特許請求の範囲の全て、及び特許請求の範囲の全てによって得られる等価物
を含む。本明細書において、本発明の各実施案は、単独で又は総括的に「発明」という用
語により表されてもよい。これは、便利にするためにすぎない。また、事実上、１つ以上
の発明が公開されても、この応用の範囲を任意の単独な発明又は発明構想として自動的に
規制するものではない。本明細書において、第１及び第２などの関係技術用語は１つの構
成又は操作と他の構成又は操作を区別するためにのみ用いられ、これらの構成又は操作の
間にこのような関係又は順序が存在することを要件としたり、示唆したりするものではな
い。また、「含む」、「含有」という技術用語或いはその他の類似用語は非排他的な包含
をカバ－し、一連の要素を含む過程、方法又は装置はそれらの要素を含むだけでなく、明
確に例示していないその他の要素を含み、或いはこのような過程、方法又は装置の特有の
要素を含む。特に制限がない場合、語句「１つを含む」によって限定される要素は、上記
要素を含む過程、方法又は装置に存在する他の同じ要素を排除しない。本明細書の各実施
形態は、段階様式で説明される。また、各実施形態についての重要な説明部分は、他の実
施形態と異なる点であり、各実施形態の同一又は類似部分は相互に参照されてもよい。実
施形態で開示されている方法や製品などは、実施形態で開示されている方法部分に対応す
るため、簡単に説明するが、関連部分については方法部分の説明を参照すればよい。
【００１８】
　本発明に係る自動洗浄方法に適する空気調和機は、圧縮機、室内熱交換器、室外熱交換
器、絞り装置、第１ファン及び第２ファンを含む。なお、第１ファンは、室内熱交換器に
対応するファンであり、第２ファンは、室外熱交換器に対応するファンである。上記空気
調和機は、四方弁を含んでもよいが、必須ではないことを理解されたい。この空気調和機
は、室内熱交換器の温度、室内環境温度、室外熱交換器の温度及び室外環境温度を検出す
るための複数の温度センサをさらに含んでもよい。
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【００１９】
　図１に示すように、本発明の一実施形態では、空気調和機の熱交換器の自動洗浄方法は
、空気調和機を制御して自動洗浄モ－ドに移行させるステップと、被洗浄熱交換器が置か
れる環境温度を検出し、検出された環境温度に応じて被洗浄熱交換器の目標蒸発温度を決
定するステップと、被洗浄熱交換器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて被洗浄熱
交換器の蒸発温度を調節し、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステ
ップと、被洗浄熱交換器の表面を霜層又は氷層で被覆した後、空気調和機を制御して被洗
浄熱交換器の除霜モ－ドに移行させるステップとを含む。
【００２０】
　被洗浄熱交換器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて被洗浄熱交換器の蒸発温度
を調節し、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させる場合、調節可能な空気
調和機の運転パラメ－タは圧縮機の運転周波数、被洗浄熱交換器に対応するファンの回転
数及び被洗浄熱交換器の冷媒流量を含む。これらのパラメ－タは、単独で調節されてもよ
いし、２つ又は３つのパラメ－タを組み合わせて調節されてもよい。具体的な調節形態は
、検出された蒸発温度及び設定された目標蒸発温度によって選択可能である。
【００２１】
　上述した自動洗浄方法により、被洗浄熱交換器の目標蒸発温度と実際の蒸発温度との差
に基づいて被洗浄熱交換器の蒸発温度を調節することができる。こうすることで、被洗浄
熱交換器の表面に着霜又は着氷し、被洗浄熱交換器の表面での塵埃や不純物などを霜層又
は氷層によって被洗浄熱交換器の表面から剥離させて、除霜後に被洗浄熱交換器から除去
する。その結果、良好な洗浄効果が得られ、洗浄効率が高いほか、被洗浄熱交換器の形状
や構造によって制限されず、洗浄効果がより徹底的かつ効果的であり、細菌の繁殖を回避
することができるとともに、被洗浄熱交換器の熱交換効率を向上させることができる。
【００２２】
　また、目標蒸発温度としては、Ｔ０＝ｋ×Ｔ－Ａ又はＴ０＝Ｔ１のいずれか小さい値に
決定される。なお、ｋは計算係数で、その値は０．７～１であり、Ａは温度補償値で、そ
の値は４～２５℃であり、Ｔは被洗浄熱交換器が置かれる環境温度で、その値は－１０℃
≦Ｔ１＜０℃である。好ましくは、ｋは０．９、Ａは１８℃、Ｔ１は－５℃である。
【００２３】
　例えば、環境温度が３６℃、ｋが０．７、Ｔ１が－５℃、Ａが２５℃の場合、式Ｔ０＝
ｋ×Ｔ－Ａによれば、Ｔ０は０．２℃、一方、式Ｔ０＝Ｔ１によれば、Ｔ０は－５℃であ
る。そうすると、Ｔ０は－５℃となる。
【００２４】
　また、環境温度が２５℃、ｋが０．７、Ｔ１が－５℃、Ａが２５℃の場合、式Ｔ０＝ｋ
×Ｔ－Ａによれば、Ｔ０は－７．５℃、一方、式Ｔ０＝Ｔ１によれば、Ｔ０は－５℃であ
る。そうすると、Ｔ０は－７．５℃となる。
　上記式によれば、環境温度が合理的な範囲内にある場合、環境温度に関連する温度値を
選択し、環境温度が過大な場合、被洗浄熱交換器の着霜要求を満足可能な温度値を選択す
る。こうすることで、被洗浄熱交換器の自動洗浄の円滑化を確保することができるほか、
空気調和機が置かれる環境温度が合理的範囲にある場合、環境温度に応じて合理的な蒸発
温度を選択して空気調和機の運転効率を確保することができる。
【００２５】
　当然ながら、被洗浄熱交換器の自動洗浄の円滑化を確保するように、他の形態により目
標蒸発温度を合理的に決定してもよい。
【００２６】
　空気調和機の自動洗浄時の調整パラメ－タとして圧縮機の運転周波数を選択した場合、
被洗浄熱交換器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて被熱交換器の蒸発温度を調節
し、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップは、目標蒸発温度と
実際の蒸発温度との関係を比較するステップと、比較結果に基づいて圧縮機の運転周波数
を調節するステップとを含む。
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【００２７】
　詳細には、比較結果に基づいて圧縮機の運転周波数を調節するステップは、Ｔｅ＞Ｔ０
＋Ｂ２の場合に圧縮機の運転周波数を上げるステップと、Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合に圧縮
機の運転周波数を下げるステップと、Ｔ０－Ｂ１≦Ｔｅ≦Ｔ０＋Ｂ２の場合に現在の運転
状態を維持するステップとを含む。なお、Ｂ１の値は、１～２０℃であり、Ｂ２の値は、
１～１０℃である。
【００２８】
　熱交換器の洗浄モ－ド下で圧縮機の運転周波数を調整することで、熱交換器の蒸発温度
を適切な着霜温度範囲内に制御し、熱交換器の表面に高速かつ均一に着霜させることがで
きる。また、着霜による固化作用力によって汚れを熱交換器の表面から剥離させ、その後
、除霜によって熱交換器の表面を洗浄する。これにより、熱交換器表面の洗浄効果を効果
的に高めることができる。
【００２９】
　通常、空気調和機システムの確実な運転を確保するために、Ｔ０－Ｂ１≧－３０℃及び
Ｔ０＋Ｂ２≦－５℃を確保する必要がある。こうすることで、被洗浄熱交換器の蒸発温度
を常に１つの合理的な範囲内に維持して、被洗浄熱交換器の表面に十分に着霜又は着氷さ
せることを確保できるほか、空気調和機の大量のエネルギー消費量を抑制し、空気調和機
の運転効率を向上させることもできる。
【００３０】
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合に圧縮機の運転周波数を上げるステップは、Ｔ０＋Ｂ２＜Ｔｅ
≦Ｔ０＋Ｂ３の場合にａＨｚ／ｓの速度で圧縮機の運転周波数を上げるステップと、Ｔｅ
＞Ｔ０＋Ｂ３の場合にｂＨｚ／ｓの速度で圧縮機の運転周波数を上げるステップとを含む
。なお、Ｂ３＞Ｂ２、ａ＜ｂである。
【００３１】
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合、現在の被洗浄熱交換器の蒸発温度が高すぎることを表し、被
洗浄熱交換器の表面への着霜が順調に行えないので、被洗浄熱交換器の蒸発温度の低下が
必要である。このため、圧縮機の運転周波数を上げることが必要となり、被洗浄熱交換の
熱交換能力を高めて被洗浄熱交換器の蒸発温度を下げることができる。
【００３２】
　具体的な調節を行う際、Ｔ０＋Ｂ２＜Ｔｅ≦Ｔ０＋Ｂ３の場合、被洗浄熱交換器の蒸発
温度が目標蒸発温度よりもわずかに高いことを表すため、比較的低速で圧縮機の運転周波
数を上げてもよい。こうすることで、被洗浄熱交換器の蒸発温度を目標蒸発温度に近づけ
るのを確保することができるほか、圧縮機の運転周波数の調整が速すぎて空気調和機運転
の不安定化を招くことを回避して、空気調和機の運転効率を向上させることができる。
【００３３】
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ３の場合、被洗浄熱交換器の蒸発温度が目標蒸発温度よりもはるかに高
いことを表すため、比較的高速で圧縮機の運転周波数を上げる必要がある。こうすること
で、被洗浄熱交換器の蒸発温度を目標蒸発温度まで迅速に到達させ、被洗浄熱交換器の表
面への着霜又は着氷の効率を向上させ、空気調和機の自動洗浄効率を向上させることがで
きる。
【００３４】
　上記の方法により、空気調和機の運転状況に応じて適切な圧縮機の運転周波数の調節形
態を選択することができる。これにより、被洗浄熱交換器の蒸発温度の迅速な調整を確保
できるほか、空気調和機の運転への過大な変動を回避することができる。
【００３５】
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合に圧縮機の運転周波数を上げるステップは、Ｔ０＋Ｂ２＜Ｔｅ
≦Ｔ０＋Ｂ３の場合に（ａ－ｃｔ）Ｈｚ／ｓの速度で圧縮機の運転周波数を上げ、Ｔｅ＞
Ｔ０＋Ｂ３の場合に（ｂ－ｄｔ）Ｈｚ／ｓの速度で圧縮機の運転周波数を上げることによ
って実行されてもよい。
【００３６】
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　圧縮機の運転周波数を調整する過程において、圧縮機の運転周波数の調整幅（調整速度
）の要求は、圧縮機の運転周波数が下がるに伴って徐々に減少する。また、圧縮機の運転
周波数の調整幅を一定に保つと、圧縮機の運転周波数の調整精度が徐々に低下するほか、
圧縮機のエネルギー消費量が最適な状態にならない。このため、上述した方法で圧縮機の
運転周波数を可変速度で調整することで、圧縮機の運転周波数を調整が必要な圧縮機の運
転周波数と一致させることを確保し、圧縮機が高いエネルギー効率で運転可能であるとと
もに、圧縮機の消費電力を低減して圧縮機の運転周波数の調整精度を高めることができる
。
【００３７】
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合に圧縮機の運転周波数を下げるステップは、Ｔ０－Ｂ４≦Ｔｅ
＜Ｔ０－Ｂ１の場合にａＨｚ／ｓの速度で圧縮機の運転周波数を下げるステップと、Ｔｅ
＜Ｔ０－Ｂ４の場合にｂＨｚ／ｓの速度で圧縮機の運転周波数を下げるステップとを含む
。なお、Ｂ４＞Ｂ１、ａ＜ｂである。
【００３８】
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合、現在の被洗浄熱交換器の蒸発温度が低すぎることを表し、被
洗浄熱交換器の表面への着霜が不均一になるとともに、空気調和機の運転効率を大幅に低
下させ、被洗浄熱交換器の蒸発温度の上昇が必要である。このため、圧縮機の運転周波数
を下げることが必要となり、被洗浄熱交換器の熱交換能力を低下させて被洗浄熱交換器の
蒸発温度を上げることができる。
【００３９】
　具体的な調節を行う際、Ｔ０－Ｂ４≦Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合、被洗浄熱交換器の蒸発
温度と目標蒸発温度との差が小さいことを表すため、比較的低速で圧縮機の運転周波数を
下げてもよい。こうすることで、被洗浄熱交換器の蒸発温度を目標蒸発温度に近づけるの
を確保することができるほか、圧縮機の運転周波数の調整が速すぎて空気調和機運転の不
安定化を招くことを回避して、空気調和機の運転効率を向上させることができる。
【００４０】
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ４の場合、被洗浄熱交換器の蒸発温度と目標蒸発温度との差が大きいこ
とを表すため、比較的高速で圧縮機の運転周波数を下げる必要がある。こうすることで、
被洗浄熱交換器の蒸発温度を目標蒸発温度まで迅速に到達させ、被洗浄熱交換器の表面へ
の着霜又は着氷の効率を向上させ、空気調和機の自動洗浄効率を向上させることができる
。
【００４１】
　上記の方法により、空気調和機の運転状況に応じて適切な圧縮機の運転周波数の調節形
態を選択することができる。これにより、被洗浄熱交換器の蒸発温度の迅速な調整を確保
できるほか、空気調和機の運転への過大な変動を回避することができる。
【００４２】
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合に圧縮機の運転周波数を下げるステップは、Ｔ０－Ｂ４≦Ｔｅ
＜Ｔ０－Ｂ１の場合に（ａ－ｃｔ）Ｈｚ／ｓの速度で圧縮機の運転周波数を下げ、Ｔｅ＜
Ｔ０－Ｂ４の場合に（ｂ－ｄｔ）Ｈｚ／ｓの速度で圧縮機の運転周波数を下げることによ
って実行されてもよい。
【００４３】
　圧縮機の運転周波数を調整する過程において、圧縮機の運転周波数の調整幅の要求は、
圧縮機の運転周波数が下がるに伴って徐々に減少する。また、圧縮機の運転周波数の調整
幅を一定に保つと、圧縮機の運転周波数の調整精度が徐々に低下するほか、圧縮機のエネ
ルギー消費量が最適な状態にならない。このため、上述した方法で圧縮機の運転周波数を
可変速度で調整することで、圧縮機の運転周波数を調整が必要な圧縮機の運転周波数と一
致させることを確保し、圧縮機が高いエネルギー効率で運転可能であるとともに、圧縮機
の消費電力を低減して圧縮機の運転周波数の調整精度を高めることができる。
【００４４】
　空気調和機の熱交換器は自動洗浄モ－ドに移行した後、自動洗浄側のファンが起動して
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熱交換器に湿気を継続的に供給し、熱交換器の表面を水膜で速やかに被覆する。この場合
、自動洗浄側のファンの運転が停止し、蒸発温度（すなわち、熱交換器のコイル温度）が
速やかに低下し、熱交換器の表面の水膜が氷結して空気中の水分を着霜させ、これにより
、熱交換器の汚れを剥離する。最も速い着霜効果を果たすために、圧縮機の周波数を圧縮
機運転中に信頼性の保証範囲内の最も高い周波数にする必要がある。着霜中に、温度差が
大きければ着霜の速度も速くなるため、圧縮機の周波数が高ければ高いほどよい。一方、
この際、ファンが停止して熱交換器の熱交換量が極めて少なく、蒸発温度も速やかに低下
し、圧縮機の信頼性に影響を与えることになる。そこで、熱交換器の着霜速度と圧縮機の
運転信頼性とをバランスさせるために、蒸発温度を一定の範囲内に制御しなければならな
い。テストにより、蒸発温度が－２０℃≦Ｔｅ≦－１５℃の温度範囲内であれば、良好な
着霜効果や機器全体の運転信頼性を確保できることがわかっている。よって、圧縮機の周
波数を調整する際には、熱交換器の蒸発温度をこの蒸発温度範囲内に制御する必要がある
。
【００４５】
　以下、－２０℃≦Ｔｅ≦－１５℃を被洗浄熱交換器の蒸発温度範囲の例として、圧縮機
の運転周波数の調整のフローについて詳しく説明する。
【００４６】
　蒸発温度がＴｅ＜－２０℃を満たすと検出した場合、圧縮機の運転周波数を下げる。蒸
発温度が－２０℃≦Ｔｅ≦－１５℃を満たすと検出した場合、現在の圧縮機の運転周波数
を維持する。蒸発温度が－１５℃＜Ｔｅを満たすと検出した場合、圧縮機の運転周波数を
上げる。
【００４７】
　Ｔｅ＜－２０℃と検出した場合、蒸発温度が低すぎることを表し、圧縮機の運転信頼性
を下げる。このため、圧縮機の運転周波数を下げることが必要となり、熱交換器の熱交換
量を減少させて熱交換器の蒸発温度を上げ、その結果、圧縮機運転中の信頼性を高めるこ
とができる。
【００４８】
　－２０℃≦Ｔｅ≦－１５℃と検出した場合、現在の蒸発温度が熱交換器の表面での着霜
効率のほか、圧縮機運転の信頼性を確保することができることを表すため、圧縮機の運転
周波数を現在の運転周波数に維持させ、空気調和機が比較的高いデュ－ティ比を有するよ
うになる。
【００４９】
　－１５℃＜Ｔｅと検出した場合、蒸発温度が高すぎることを表し、熱交換器の表面での
着霜効率を顕著に下げる。このため、圧縮機の運転周波数を上げることが必要となり、熱
交換器の熱交換率を高めて熱交換器の表面での着霜効率を向上させることができる。
【００５０】
　Ｔｅ＜－２０℃の場合、蒸発温度がＴｅ＜－２５℃を満たすと検出すれば圧縮機の運転
周波数を１Ｈｚ／ｓで速やかに低下させ、蒸発温度が－２５℃≦Ｔｅ＜－２０℃を満たす
と検出すれば圧縮機の運転周波数を１Ｈｚ／１０ｓで緩やかに下げる。なお、ａは１Ｈｚ
／１０ｓ、ｂは１Ｈｚ／ｓである。
【００５１】
　Ｔｅ＜－２５℃と検出した場合、蒸発温度と調節が必要な蒸発温度との差が大きいこと
を表すため、圧縮機の運転周波数を速やかに下げる必要がある。こうすることで、蒸発温
度を速やかに上げ、圧縮機の運転が信頼性のない状態であることを回避することができる
。
【００５２】
　－２５℃≦Ｔｅ≦－２０℃と検出した場合、蒸発温度と調節が必要な蒸発温度との差が
小さいことを表すため、圧縮機の運転周波数を緩やかに下げて、着霜効果や機器全体の運
転信頼性を確保可能な蒸発温度範囲内で蒸発温度をより正確に調節し、蒸発温度の調整が
速すぎないようにする。
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【００５３】
　ｂがａよりも大きければ、上述した周波数を下げる速度は他の値であってもよい。
【００５４】
　蒸発温度が－１５℃＜Ｔｅ≦－１０℃を満たすと検出した場合、圧縮機の運転周波数を
１Ｈｚ／１０ｓで緩やかに上げる。
【００５５】
　蒸発温度が－１０℃＜Ｔｅを満たすと検出した場合、圧縮機の運転周波数を１Ｈｚ／ｓ
で速やかに上げる。なお、ａは１Ｈｚ／１０ｓ、ｂは１Ｈｚ／ｓである。
【００５６】
　－１５℃＜Ｔｅ≦－１０℃と検出した場合、蒸発温度と調節が必要な蒸発温度との差が
小さいことを表すため、圧縮機の運転周波数を緩やかに上げて、着霜効果や機器全体の運
転信頼性を確保可能な蒸発温度範囲内で蒸発温度をより正確に調節し、蒸発温度の調整が
速すぎないようにする。
【００５７】
　－１０℃＜Ｔｅと検出した場合、蒸発温度と調節が必要な蒸発温度との差が大きいこと
を表すため、圧縮機の運転周波数を速やかに上げる必要がある。こうすることで、蒸発温
度を速やかに上げ、圧縮機の運転が信頼性のない状態であることを回避することができる
。
【００５８】
　圧縮機の周波数を調節するステップは、例えば、Ｔｅ＜－２０℃の場合、蒸発温度がＴ
ｅ＜－２５℃を満たすと検出すれば圧縮機の周波数を（１－０．１ｔ）Ｈｚ／ｓで速やか
に下げ、蒸発温度が－２５℃≦Ｔｅ＜－２０℃を満たすと検出すれば圧縮機の周波数を（
１－０．１ｔ）Ｈｚ／１０ｓで緩やかに下げ、蒸発温度が－１５℃＜Ｔｅ≦－１０℃を満
たすと検出した場合圧縮機の周波数を（１－０．１ｔ）Ｈｚ／１０ｓで緩やかに上げ、蒸
発温度が－１０℃＜Ｔｅを満たすと検出した場合圧縮機の周波数を（１－０．１ｔ）Ｈｚ
／ｓで速やかに上げることによって実行される。
【００５９】
　なお、ａは１Ｈｚ／１０ｓ、ｂは１Ｈｚ／ｓ、ｃは０．０１Ｈｚ／ｓ、ｄは０．１Ｈｚ
／ｓ、ｔは圧縮機の運転周波数の調整時間で、その単位はｓである。
【００６０】
　圧縮機の周波数調節速度を調整するように、上記各値は圧縮機の調整要求に応じて設定
されてもよい。こうすることで、圧縮機が高いエネルギー効率で運転可能であるとともに
、圧縮機運転の信頼性及び安定性を確保することができる。
【００６１】
　空気調和機の自動洗浄時の調整パラメ－タとしてファンの回転数を選択した場合、被洗
浄熱交換器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて被洗浄熱交換器の蒸発温度を調節
し、被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップは、目標蒸発温度と
実際の蒸発温度との関係を比較するステップと、比較結果に基づいて被洗浄熱交換器に対
応するファンの回転数を調節するステップとを含む。
【００６２】
　詳細には、比較結果に基づいて被洗浄熱交換器に対応するファンの回転数を調節するス
テップは、Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合にファンの回転数を増加させるステップと、Ｔｅ＜Ｔ
０－Ｂ１の場合にファンの回転数を減少させるステップと、Ｔ０－Ｂ１≦Ｔｅ≦Ｔ０＋Ｂ
２の場合に現在の運転状態を維持するステップとを含む。なお、Ｂ１の値は、１～２０℃
であり、Ｂ２の値は、１～１０℃である。
【００６３】
　熱交換器の洗浄モ－ド下で被洗浄熱交換器に対応するファンの回転数を調整することで
、熱交換器の蒸発温度を適切な着霜温度範囲内に制御し、熱交換器の表面に迅速かつ均一
に着霜させることができる。また、着霜による固化作用力によって汚れを熱交換器の表面
から剥離し、その後、除霜によって熱交換器の表面を洗浄する。これにより、熱交換器表
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面の洗浄効果を効果的に高めることができる。
【００６４】
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合にファンの回転数を増加させるステップは、Ｔ０＋Ｂ２＜Ｔｅ
≦Ｔ０＋Ｂ３の場合にａ１ｒ／ｍｉｎの速度でファンの回転数を減少させるステップと、
Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ３の場合にｂ１ｒ／ｍｉｎの速度でファンの回転数を減少させるステップ
とを含む。なお、Ｂ３＞Ｂ２、ａ１＜ｂ１である。なお、例えば、ａ１は５０ｒ／ｍｉｎ
、ｂ１は１００ｒ／ｍｉｎである。また、なお、例えば、Ｔ０＋Ｂ３は－１０℃、Ｔ０＋
Ｂ２は－１５℃である。
【００６５】
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合、現在の被洗浄熱交換器の蒸発温度が高すぎることを表し、被
洗浄熱交換器の表面への着霜を順調に行えないので、被洗浄熱交換器の蒸発温度の低下が
必要である。このため、ファンの回転数を減少させることが必要となり、被洗浄熱交換の
熱交換能力を高め、被洗浄熱交換器の表面での空気流速を下げ、放冷可能なエネルギーを
蓄積することができるので、被洗浄熱交換器の蒸発温度を下げることができる。
【００６６】
　具体的な調節を行う際、Ｔ０＋Ｂ２＜Ｔｅ≦Ｔ０＋Ｂ３の場合、被洗浄熱交換器の蒸発
温度が目標蒸発温度よりもわずかに高いことを表すため、比較的低速でファンの回転数を
減少させてもよい。こうすることで、被洗浄熱交換器の蒸発温度を目標蒸発温度に近づけ
るのを確保することができるほか、ファンの回転数の調整が速すぎて空気調和機運転の不
安定化を招くことを回避して、空気調和機の運転効率を向上させることができる。
【００６７】
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ３の場合、被洗浄熱交換器の蒸発温度が目標蒸発温度よりもはるかに高
いことを表すため、比較的高速でファンの回転数を減少させる必要がある。こうすること
で、被洗浄熱交換器の蒸発温度を目標蒸発温度まで迅速に到達させ、被洗浄熱交換器の表
面への着霜又は着氷の効率を向上させ、空気調和機の自動洗浄効率を向上させることがで
きる。
【００６８】
　上記の方法により、空気調和機の運転状況に応じて適切なファンの回転数の調節形態を
選択することができる。これにより、被洗浄熱交換器の蒸発温度の迅速な調整を確保でき
るほか、空気調和機の運転への過大な変動を回避することができる。
【００６９】
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合にファンの回転数を減少させるステップは、Ｔ０＋Ｂ２＜Ｔｅ
≦Ｔ０＋Ｂ３の場合に（ａ１－ｃ１ｔ）ｒ／ｍｉｎの速度でファンの回転数を減少させ、
Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ３の場合に（ｂ１－ｄ１ｔ）ｒ／ｍｉｎの速度でファンの回転数を減少さ
せることによって実行されてもよい。なお、例えば、ａ１は５０ｒ／ｍｉｎ、ｂ１は１０
０ｒ／ｍｉｎ、ｃ１は５ｒ／ｍｉｎ、ｄ１は１０ｒ／ｍｉｎ、ｔはファンの回転数の調節
時間で、その単位はｓである。
【００７０】
　ファンの回転数を調整する過程において、ファンの回転数の調整幅の要求は、ファンの
回転数の減少に伴って徐々に減少する。また、ファンの回転数の調整幅を一定に保つと、
ファンの回転数の調整精度が徐々に低下するほか、圧縮機のエネルギー消費量が最適な状
態にならない。このため、上述した方法でファンの回転数を可変速度で調整することで、
ファンの回転数を調整が必要なファンの回転数と一致させることを確保し、圧縮機が高い
エネルギー効率で運転可能であるとともに、圧縮機の消費電力を低減してファンの回転数
の調整精度を高めることができる。
【００７１】
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合にファンの回転数を減少させるステップは、Ｔ０－Ｂ４≦Ｔｅ
＜Ｔ０－Ｂ１の場合にａ１ｒ／ｍｉｎの速度でファンの回転数を増加させるステップと、
Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ４の場合にｂ１ｒ／ｍｉｎの速度でファンの回転数を増加させるステップ
とを含む。なお、Ｂ４＞Ｂ１、ａ＜ｂ、Ｔ０－Ｂ４＝－２５℃、Ｔ０－Ｂ１＝－２０℃で
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ある。また、例えば、ａ１は５０ｒ／ｍｉｎ、ｂ１は１００ｒ／ｍｉｎである。
【００７２】
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合、現在の被洗浄熱交換器の蒸発温度が低すぎることを表し、被
洗浄熱交換器の表面への着霜が不均一になるとともに、空気調和機の運転効率を大幅に下
げ、被洗浄熱交換器の蒸発温度の上昇が必要である。このため、ファンの回転数を増加さ
せることが必要となり、被洗浄熱交換器表面での空気流速及び室内の空気との熱交換速度
を加速させ、被洗浄熱交換器の熱交換能力を高めて被洗浄熱交換器の蒸発温度を上げるこ
とができる。
【００７３】
　具体的な調節を行う際、Ｔ０－Ｂ４≦Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合、被洗浄熱交換器の蒸発
温度と目標蒸発温度との差が小さいことを表すため、比較的低速でファンの回転数を減少
させてもよい。こうすることで、被洗浄熱交換器の蒸発温度を目標蒸発温度に近づけるの
を確保することができるほか、ファンの回転数の調整が速すぎて空気調和機運転の不安定
化を招くことを回避して、空気調和機の運転効率を向上させることができる。
【００７４】
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ４の場合、被洗浄熱交換器の蒸発温度と目標蒸発温度との差が大きいこ
とを表すため、比較的高速でファンの回転数を増加させる必要がある。こうすることで、
被洗浄熱交換器の蒸発温度を目標蒸発温度まで迅速に到達させ、被洗浄熱交換器の表面へ
の着霜又は着氷の効率を向上させ、空気調和機の自動洗浄効率を向上させることができる
。
【００７５】
　上記の方法により、空気調和機の動作状況に応じて適切なファンの回転数の調節形態を
選択することができる。こうすることで、被洗浄熱交換器の蒸発温度の迅速な調整を確保
できるほか、空気調和機の運転への過大な変動を回避することができる。
【００７６】
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合にファンの回転数を減少させるステップは、Ｔ０－Ｂ４≦Ｔｅ
＜Ｔ０－Ｂ１の場合に（ａ１－ｃ１ｔ）ｒ／ｍｉｎの速度でファンの回転数を増加させ、
Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ４の場合に（ｂ１－ｄ１ｔ）ｒ／ｍｉｎの速度でファンの回転数を増加さ
せることによって実行されてもよい。なお、例えば、ａ１は５０ｒ／ｍｉｎ、ｂ１は１０
０ｒ／ｍｉｎ、ｃ１は５ｒ／ｍｉｎ、ｄ１は１０ｒ／ｍｉｎ、ｔはファンの回転数の調節
時間で、その単位はｓである。
【００７７】
　ファンの回転数を調整する過程において、ファンの回転数の調整幅の要求は、ファンの
回転数の減少に伴って徐々に減少する。また、ファンの回転数の調整幅を一定に保つと、
ファンの回転数の調整精度が徐々に低下するほか、圧縮機のエネルギー消費量が最適な状
態にならない。このため、上述した方法でファンの回転数を可変速度で調整することで、
ファンの回転数を調整が必要なファンの回転数と一致させることを確保し、圧縮機が高い
エネルギー効率で運転可能であるとともに、圧縮機の消費電力を低減してファンの回転数
の調整精度を高めることができる。
【００７８】
　空気調和機自動洗浄時の調整パラメ－タとして冷媒流量を選択した場合、被洗浄熱交換
器の目標蒸発温度及び実際の蒸発温度に応じて被洗浄熱交換器の蒸発温度を調節し、被洗
浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップは、目標蒸発温度と実際の蒸
発温度との関係を比較するステップと、比較結果に基づいて被洗浄熱交換器に対応する冷
媒流量を調節するステップとを含む。
【００７９】
　詳細には、比較結果に基づいて被洗浄熱交換器に対応する冷媒流量を調節するステップ
は、Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合に冷媒流量を増加させるステップと、Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場
合に、冷媒流量を減少させるステップと、Ｔ０－Ｂ１≦Ｔｅ≦Ｔ０＋Ｂ２の場合に、現在
の運転状態を維持するステップとを含む。なお、Ｂ１の値は、１～２０℃であり、Ｂ２の
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値は、１～１０℃である。また、冷媒流量の調節は、絞り装置、例えば、膨張弁の開度を
調節することによって実現される。
【００８０】
　熱交換器の洗浄モ－ド下で熱交換器の洗浄に対応する冷媒流量を調整することで、熱交
換器の蒸発温度を適切な着霜温度範囲内に制御し、熱交換器の表面に高速かつ均一に着霜
させることができる。また、着霜による固化作用力によって汚れを熱交換器の表面から剥
離させ、その後、除霜によって熱交換器の表面を洗浄する。これにより、熱交換器表面の
洗浄効果を効果的に高めることができる。本実施形態では、絞り装置は膨張弁である。通
常、流量を調節する場合、膨張弁のステップ数で冷媒流量を調節するようになっている。
【００８１】
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合に冷媒流量を増加させるステップは、Ｔ０＋Ｂ２＜Ｔｅ≦Ｔ０
＋Ｂ３の場合にａ２ｓ／ステップの速度で冷媒流量を減少させるステップと、Ｔｅ＞Ｔ０
＋Ｂ３の場合にｂ２ｓ／ステップの速度で冷媒流量を減少させるステップとを含む。なお
、Ｂ３＞Ｂ２、ａ１＜ｂ１である。なお、例えば、ａ２は３０、ｂ２は１０、Ｔ０＋Ｂ３
は－１０℃、Ｔ０＋Ｂ２は－１５℃である。
【００８２】
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合、現在の被洗浄熱交換器の蒸発温度が高すぎることを表し、被
洗浄熱交換器の表面への着霜を順調に行えないので、被洗浄熱交換器の蒸発温度の低下が
必要である。このため、冷媒流量を減少させることが必要となり、蒸発圧力を下げ、冷媒
を沸騰させて熱を吸収させ、被洗浄熱交換器の表面温度を下げるので、被洗浄熱交換器の
蒸発温度を下げる。
【００８３】
　具体的な調節を行う際、Ｔ０＋Ｂ２＜Ｔｅ≦Ｔ０＋Ｂ３の場合、被洗浄熱交換器の蒸発
温度が目標蒸発温度よりもわずかに高いことを表すため、比較的低速で冷媒流量を減少さ
せてもよい。こうすることで、被洗浄熱交換器の蒸発温度を目標蒸発温度に近づけるのを
確保することができるほか、冷媒流量の調整が速すぎて空気調和機運転の不安定化を招く
ことを回避して、空気調和機の運転効率を向上させることができる。
【００８４】
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ３の場合、被洗浄熱交換器の蒸発温度が目標蒸発温度よりもはるかに高
いことを表すため、比較的高速で冷媒流量を減少させる必要がある。こうすることで、被
洗浄熱交換器の蒸発温度を目標蒸発温度まで迅速に到達させ、被洗浄熱交換器の表面への
着霜又は着氷の効率を向上させ、空気調和機の自動洗浄効率を向上させることができる。
【００８５】
　上記の方法により、空気調和機の動作状況に応じて適切な冷媒流量の調節形態を選択す
ることができる。こうすることで、被洗浄熱交換器の蒸発温度の迅速な調整を確保できる
ほか、空気調和機の運転への過大な変動を回避することができる。
【００８６】
　Ｔｅ＞Ｔ０＋Ｂ２の場合に冷媒流量を減少させるステップは、Ｔ０＋Ｂ２＜Ｔｅ≦Ｔ０
＋Ｂ３の場合に（ａ２－ｃ２ｔ）Ｓ／ステップの速度で冷媒流量を減少させ、Ｔｅ＞Ｔ０
＋Ｂ３の場合に（ｂ２－ｄ２ｔ）Ｓ／ステップの速度で冷媒流量を減少させることによっ
て実行されてもよい。なお、例えば、ａ２は３０、ｂ２は１０、ｃ２は１５０、ｄ２は５
０、ｔは冷媒流量の調節時間で、その単位はｓである。
【００８７】
　冷媒流量を調整する過程において、冷媒流量の調整幅の要求は、冷媒流量の低下に伴っ
て徐々に減少する。また、冷媒流量の調整幅を一定に保つと、冷媒流量の調整精度が徐々
に低下するほか、圧縮機のエネルギー消費量が最適な状態にならない。このため、上述し
た方法で冷媒流量を可変速度で調整することで、冷媒流量を調整が必要な冷媒流量と一致
させることを確保し、圧縮機が高いエネルギー効率で運転可能であるとともに、圧縮機の
消費電力を低減して冷媒流量の調整精度を高めることができる。
【００８８】
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　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合に冷媒流量を減少させるステップは、Ｔ０－Ｂ４≦Ｔｅ＜Ｔ０
－Ｂ１の場合にａ２Ｓ／ステップの速度で冷媒流量を増加させるステップと、Ｔｅ＜Ｔ０
－Ｂ４の場合にｂ２Ｓ／ステップの速度で冷媒流量を増加させるステップとを含む。なお
、Ｂ４＞Ｂ１、ａ＜ｂ、Ｔ０－Ｂ４＝－２５℃、Ｔ０－Ｂ１＝－２０℃である。また、例
えば、ａ２は３０、ｂ２は１０である。
【００８９】
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合、現在の被洗浄熱交換器の蒸発温度が低すぎることを表し、被
洗浄熱交換器の表面への着霜の不均一をもたらすとともに、空気調和機の運転効率を大幅
に下げ、被洗浄熱交換器の蒸発温度の上昇が必要である。このため、冷媒流量を増加させ
ることが必要となり、被洗浄熱交換器内における蒸発圧力を上げ、被洗浄熱交換器におけ
る冷熱の生成量を減少させ、被洗浄熱交換器の蒸発温度を上げることができる。
【００９０】
　具体的な調節を行う際、Ｔ０－Ｂ４≦Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合、被洗浄熱交換器の蒸発
温度と目標蒸発温度との差が小さいことを表すため、比較的低速で冷媒流量を増加させて
もよい。こうすることで、被洗浄熱交換器の蒸発温度を目標蒸発温度に近づけるのを確保
することができるほか、冷媒流量の調整が速すぎて空気調和機運転の不安定化を招くこと
を回避して、空気調和機の運転効率を向上させることができる。
【００９１】
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ４の場合、被洗浄熱交換器の蒸発温度と目標蒸発温度との差が大きいこ
とを表すため、比較的高速で冷媒流量を増加させる必要がある。こうすることで、被洗浄
熱交換器の蒸発温度を目標蒸発温度まで迅速に到達させ、被洗浄熱交換器の表面への着霜
又は着氷の効率を向上させ、空気調和機の自動洗浄効率を向上させることができる。
【００９２】
　上記の方法により、空気調和機の動作状況に応じて適切な冷媒流量の調節形態を選択す
ることができる。こうすることで、被洗浄熱交換器の蒸発温度の迅速な調整を確保し、空
気調和機の運転への過大な変動を回避することができる。
【００９３】
　Ｔｅ＜Ｔ０－Ｂ１の場合に冷媒流量を減少させるステップは、Ｔ０－Ｂ４≦Ｔｅ＜Ｔ０
－Ｂ１の場合に（ａ２－ｃ２ｔ）Ｓ／ステップの速度で冷媒流量を増加させ、Ｔｅ＜Ｔ０
－Ｂ４の場合に（ｂ２－ｄ２ｔ）Ｓ／ステップの速度で冷媒流量を増加させることによっ
て実行されてもよい。なお、例えば、ａ２は３０、ｂ２は１０、ｃ２は１５０、ｄ２は５
０、ｔは冷媒流量の調節時間で、その単位はＳである。
【００９４】
　冷媒流量を調整する過程において、冷媒流量の調整幅の要求は、冷媒流量の減少に伴っ
て徐々に減少する。また、冷媒流量の調整幅を一定に保つと、冷媒流量の調整精度が徐々
に低下するほか、圧縮機のエネルギー消費量が最適な状態にならない。このため、上述し
た方法で冷媒流量を可変速度で調整することで、冷媒流量を調整が必要な冷媒流量と一致
させることを確保し、圧縮機が高いエネルギー効率で運転可能であるとともに、圧縮機の
消費電力を低減して冷媒流量の調整精度を高めることができる。
【００９５】
　被洗浄熱交換器を制御して被洗浄熱交換器に着霜させるステップでは、Ｔｅ＜Ｔ０＋Ｃ
と検出した場合、着霜をｔ１時間行ってから除霜を行うように被洗浄熱交換器を制御し、
一方、Ｔｅ＜Ｔ０＋Ｃと検出した場合、被洗浄熱交換器の表面が着霜の温度に達したこと
を表すため、被洗浄熱交換器の現在の蒸発温度をそのままｔ１時間維持するだけで、被洗
浄熱交換の表面への着氷や着霜を確保でき、熱交換器の表面を除霜する。こうすることで
、塵埃や不純物などを被洗浄熱交換器の表面から剥離させ、除霜後に凝縮水に伴って被洗
浄熱交換器の表面から流れ、空気調和機の排水管から排出し、熱交換器の自動洗浄を実現
する。なお、Ｃの値は０～１０℃であり、２℃であることが好ましい。また、ｔ１の値は
３～１５ｍｉｎであり、８ｍｉｎであることが好ましい。
【００９６】
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　被洗浄熱交換器の表面蒸発温度を調節する間、この場合の前記被洗浄熱交換器は常に蒸
発状態であるために蒸発器としてもよい。被洗浄熱交換器の表面に速やかに着霜又は着氷
させるとともに、被洗浄熱交換器の表面に均一な霜層や氷層を一層形成するために、空気
調和機の吸気過熱度を０～５℃にすることで、被洗浄熱交換器内における冷媒温度の均一
な分布を確保し、その結果、被洗浄熱交換器の表面に均一に分布する霜層や氷層を形成し
、被洗浄熱交換器の表面の自動洗浄効果を確保することができる。
【００９７】
　凝縮水が被洗浄熱交換器の表面に均一に分布することによって被洗浄熱交換器の表面へ
の着霜又は着氷を均一にするのを確保するために、被洗浄熱交換の表面にブラシが対応し
て設置されることが好ましい。被洗浄熱交換器が自動洗浄モ－ドに移行する前又は被洗浄
熱交換器が自動洗浄モ－ドに移行する場合、まず、被洗浄熱交換の表面にブラシを作動さ
せ、凝縮水を被洗浄熱交換器の表面に均一に分布させ、着霜及び除霜時に、ブラシを常に
作動させてもよい。こうすることで、被洗浄熱交換の表面の洗浄効果をより向上させるこ
とができる。
【００９８】
　被洗浄熱交換器が自動洗浄モ－ドに移行した後、着霜をｔ２時間行った後でもＴｅ＜Ｔ
０＋Ｃを満たすことができない場合、Ｔｅ＜Ｔ０になるまで被洗浄熱交換器に対応するフ
ァンの回転をｔ３時間停止させてからそのままｔ４時間維持し、その後、被洗浄熱交換に
対応するファンを再起動して除霜モ－ドに移行させる。
【００９９】
　被洗浄熱交換器が着霜をｔ２時間行った後でもＴｅ＜Ｔ０＋Ｃを満たすことができない
場合、現在の被洗浄熱交換器の表面蒸発温度が着霜温度に到達することができないことを
表す。このため、被洗浄熱交換器の表面蒸発温度をより下げる必要がある。この際、被洗
浄熱交換器に対応するファンの回転を停止させて被洗浄熱交換器の表面の空気が流通せず
、放冷可能なエネルギーが被洗浄熱交換器の表面に集中することで、被洗浄熱交換器の表
面蒸発温度を着霜温度まで速やかに下げることができる。また、被洗浄熱交換器に対応す
るファンの回転をｔ３時間停止させた後、Ｔｅ＜Ｔ０の場合、現在の状態をｔ４時間維持
してから被洗浄熱交換器に対応するファンを再起動して除霜モ－ドに移行させる。Ｔｅ＜
Ｔ０のため、被洗浄熱交換器の表面蒸発温度が着霜温度に到達したことになる。よって、
このような状態をｔ４時間維持すれば、被洗浄熱交換器の表面に十分に着霜又は着氷させ
ることができる。その後、被洗浄熱交換器に除霜処理を行えば、被洗浄熱交換器の表面洗
浄を完成することができる。なお、例えば、ｔ２は５ｍｉｎ、ｔ３は３ｍｉｎ、ｔ４は５
ｍｉｎである。当然ながら、このような時間設定は、空気調和機の種類などによって適切
に調整されてもよい。
【０１００】
　被洗浄熱交換器に除霜処理を行う場合、圧縮機の運転を停止してファンの運転を連続さ
せることで、空気調和機が省エネルギー状態でありながら除霜操作を順調に行うことがで
きる。
【０１０１】
　空気調和機が自動洗浄モ－ドに移行した後、空気調和機の運転パラメ－タを所定値にし
てもよい。この所定値は、空気調和機によってネットワ－ク又は空気調和機内に記憶され
ているデータベースから取得されてもよい。このような方法により、ネットワ－クの最適
化デ－タ及び空気調和機自体の最適化デ－タを用いて適切な運転パラメ－タを選択して、
空気調和機の自動洗浄時の調節効率を向上させることができる。
【０１０２】
　空気調和機の運転パラメ－タは、具体的には、圧縮機の運転周波数、ファンの回転数及
び冷媒流量を含む。
【０１０３】
　なお、本発明は、上述した説明及び図面に示されるフローや構成に限らず、その範囲か
ら逸脱しない範囲で各種の補正及び変更を行うことができると理解すべきである。本発明
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